
17 たんぽぽが　わたげとばして　さんぽする　高岡第一小学校５年生　栗野 圭生
青木幹勇記念第3回全国子ども俳句大会　入選

土佐町高齢者通院バス料金助成制度、
土佐町福祉タクシー料金助成制度

～疑いを抱えたら迷わずご相談ください～
　

土
佐
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
で
は
子
ど
も
の
悲
劇
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
各
関
係
機
関
と
連
携
し

て
情
報
を
共
有
し
、
児
童
虐
待
防
止

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
人
権
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
虐
待
に

気
づ
き
、
対
応
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

児
童
虐
待
は
特
別
な
家
庭
の
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
こ
の
家
庭
で

も
起
こ
り
う
る
問
題
で
す
。
あ
な
た

の
周
り
で
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ

る
子
ど
も
を
発
見
し
た
場
合
や
、
近

隣
の
家
庭
の
様
子
が
お
か
し
い
と

思
っ
た
と
き
は
、
役
場
健
康
福
祉
課

（
電
話
82

－

２
３
３
３
）
ま
で
ご
連

絡
（
相
談
）
く
だ
さ
い
。

　

相
談
内
容
や
相
談
者
の
氏
名
な
ど

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。（
児
童
福
祉

法
第
25
条
の
５
）

　

地
域
全
体
で
子
ど
も
を

　
　

見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

あなたの気づきが子どもを守ります

１土佐町高齢者通院バス料金助成
事業について

 ●事業の趣旨
　高齢者が病院又は医院及び診療所に通院する場
合、嶺北観光バス又は県交通バスを使用した時に料
金を助成するものです。

 ●助成対象者
　土佐町に住所を有する70歳以上の方

 ●利用できる区域
　助成対象者が土佐町内又は本山町内及び大川村の
病院又は医院及び診療所に通院したとき

 ●助成金額
　バス料金の片道分の金額を助成します

土佐町高齢者通院バス料金助成制度、
土佐町福祉タクシー料金助成制度

ご存知で
すか

２ 土佐町福祉タクシー料金助成事
業について

 ●事業の趣旨
　高齢者及び重度身体障害（児）者等が路線バスを利
用することが困難なため、通院にタクシーを利用する
場合、その料金の一部を助成するものです。

 ●利用対象者
　土佐町に住所を有し在宅で生活している方で
　（１）年齢が75歳以上の方
　（２） 身体障害者手帳の1級、2級の手帳所持者及び

3級、4級のうち下肢障害による手帳所持者
　（３）療育手帳の所持者で障害の程度が「Ａ」の方

 ●利用できるタクシー業者
　川田ハイヤー、嶺北ハイヤー

 ●利用できる区域
　土佐町内

 ●助成金額
　タクシー料金の基本料金を除く金額を助成します。

※ いずれの事業も助成を受けるためには申請や請求が必要となります。詳しい
内容は土佐町役場健康福祉課（TEL82-2333）までお問い合わせください。



18風鈴が　風とかなでる　夏の音　香南中学校１年生　浜田 菜々子
青木幹勇記念第3回全国子ども俳句大会　入選

土佐町食生活改善推進協議会事務局
土佐町役場健康福祉課健康係
☎ ８２－０４４２

＊小学５年生魚料理教室
　高知県学校給食会と、学校給食の食材を取り扱っている水産業者の方が、大きなブリを持って土佐町小学校に
来てくれました。かつお漁に使う仕掛けや、ブリのおろし方を教えてくださり、料理教室に使う食材の提供も
してくださいました。今回、ヘルスメイトは、料理教室のお手伝いをさせていただき、照り焼きとブリ大根の
２品を子どもたちに教えました。魚の下ごしらえを丁寧に行い、上手に仕上げていました。

食育推進活動

学 校 活 動

魳
★★★ 小・中学生への食育は学校応援団として行っています ★★★

＊食育イベント
　11月23日の土佐町産業文化祭会場内の食改コーナーに100名近くの方が立ち寄ってくださり、食事
バランスチェックや、簡単野菜料理の試食と理想的な塩分のみそ汁を試飲していただきました。

地蔵寺あったかふれあいセンター（社
協）にお邪魔して、みそ汁の理想的な
塩分濃度のお話をしました。その後、
塩分測定体験や、0.8% 塩分濃度の
具だくさんみそ汁を試食してもらい、
塩分控えめでも、具だくさんにすると
美味しくできることを伝えました。

＊減塩啓発活動（地蔵寺地区）

手作り（大川村のヘルスメイ
ト作）の野菜編みぐるみや、
高知県自慢の食材ポスターを
展示しました。

みそ汁を持参された
方は、塩分を測定。
ほとんどの方が、
0.6 ～ 0.8%の
薄味でした。

将来、漁師になりたいという男子児童は、身を乗り出して
見ていました。他の児童も真剣な眼差しでした。

脂がたっぷりのった
ブリをお腹いっぱい
食べていました。

「この漢字、何と読みますか？」という
意地悪クイズを出すと、「ブリ」という
答えが返ってきました。
さて、何と読むでしょう・・・。
（正解は次頁下にあります）



19 紫陽花や　雨に弾けて　光る午後　嶺北中学校３年生　岡林 里歩
青木幹勇記念第3回全国子ども俳句大会　入選

＊第４回推進教室および研修会……土佐町食改流「お・も・て・な・し」
　今回はこれまでの活動を活かし、町長、副町長をはじめ、役場職員、土佐町議員の皆さんをお招きし、料理
のおもてなしや今年度の活動紹介を行い、土佐町食改流のおもてなしをしました。

舞台前に飾られた小さな梅の木から、ほんのり春の
香りがしていました。外は、日陰にまだ雪が残り、
足元が冷える日でしたが、心が温まりました。

＜献立＞
さめうらずし・ゆかりレンコンごはん・白むすび・
土佐赤牛と野菜の炒り煮・鶏の甘酢ソース・
七色なます・南瓜のたたき・野菜サラダ・
紅白すり身のおすまし・里芋きんとん、柚子ゼリー
緑茶（南川産）・コーヒー

作り方
1． 里芋はよく洗い、厚めに皮をむきます。
  水からゆで、やわらかくなったらザルにあげ、ボールに

移して、熱いうちにめん棒などでつぶします。砂糖を
２～３回に分けて加えて混ぜ、粘りが出てきたら塩を
加えて混ぜます。

2．  ①に汁気をきった銀ぶろうの甘煮を加え、全体を
混ぜて出来上がりです。

　今回は、土佐の伝統料理をご紹介します。
　古くから日本の食文化と関わりの深い
里芋を使った一品です。

里芋のきんとん

材料　（６人分）
里芋（皮なし）……… 500g
砂糖 ………………… 50～ 70g
塩 …………………… ひとつまみ
銀ぶろう甘煮 ……… 50g

※黒豆の甘煮を使っても良いです。

１人分栄養価：□熱120 kcal   □ 蛋  3.0 g   □脂  1.0 g   □塩  0.3 g

　　　　 「銀ぶろう（銀不老）」
「銀」……黒の美しい艶を表現しています。
「不老」…豆に含まれる成分が、体に活力を与え、

若さを保つといわれています。

大豊町でキビの間作でつくられた銀ぶろうは、
黒豆の旨味と金時豆の甘味を兼ね備えた豆です。
これを煮豆にして具に加えたちらしずし、「銀
ぶろうずし」は、大豊町の伝統料理となって
います。

豆知 識銀ぶろう甘煮の作り方
＜材料＞（できあがり量：約１００ｇ）
銀ぶろう（乾）…… ６０ｇ
水 ………………… 適量
砂糖 ……………… ５０ｇ
塩 ………………… ひとつまみ
※砂糖の量は好みにより減らしてください。
＜作り方＞
1．  銀ぶろうは４倍の水に一晩浸し、水から
煮ます。

2．  やわらかく煮えたら、砂糖を３回ぐらいに
分けて加え、味がつくまで弱火で煮ます。

 最後に塩を加えます。

クイズの答：かます



20春暁に　あいさつ交わす　木々と虫　大豊町中学校３年生　山中 葵
青木幹勇記念第3回全国子ども俳句大会　入選

　平成25年12月２日（月）、本山町プラチナセンターにて

第11回れいほく地区あったかハートふれあい大会が開催されました。
　会場では、デイケアの作品・活動等の展示やカレーライス、コーヒー、クッキーな

どが出店、野村みちよさん（土佐あけぼの会）による「地域とつながる就労支援」講

演会、岩城美喜江さんによる「ミュージックケア」（音楽療法）が行われました。

平成26年度は、土佐町で行われる予定です。

　＊嶺北４町村では、地元の関係機関や団体と一緒になって、障がいがある人もない人も、
自分らしく暮らすことのできる地域づくりのため、「れいほく地区障害者自立支援協議会」
を設置し活動をおこなっています。
　この大会は、その一環として、障害者への理解をより一層深め、相互の交流と地域への
働きかけを目的として開催されています。

講演会の様子

スピリットアート入選の土佐町やまびこ倶楽部
（障害者デイケア）作品を展示しました。

だれでも、どこでも、いつでも楽しめる
音楽療法♪



21 夕焼けが　赤く染めゆく　故里を　土佐町中学校３年生　川村 勇斗
青木幹勇記念第3回全国子ども俳句大会　入選

読書と一緒に体験も大切です

❸

　土佐町小学校では、放課後子ども教室で毎月２回体験教室を実施
しています。写真は夏休みの石原サマースクールでの体験教室の様
子です。毎回地域のいろいろな方が先生になり様々な体験学習が出
来ています。
　子どもの頃の経験は大人になってからの社会生活に影響してくる
と思われます。学校応援団では子ども達がこれからも様々な体験が
できるように考えています。

　子どもの頃に読書活動を多く経験した大人は、同時に子どもの頃の体験活動も
多く経験している傾向があります。

　また、子どもの頃に読書活動と体験活動の両方とも多く経験した大人ほど、大人になってからの「意識・能
力」が高いことがわかりました。読書活動も体験活動も両方行うことが大切です。

子どもの頃の体験活動
子
ど
も
の
頃
の
読
書
活
動

多
い

少
な
い

多い 少ない

 5252％ 3535％ 1414％

 2525％ 4545％ 3030％

 1414％ 3030％ 5656％

 52％ 35％ 14％

 25％ 45％ 30％

 14％ 30％ 56％

現在の「意識・能力」
低い

 5757％ 3232％ 1111％

 4141％ 4141％ 1818％

 1616％ 3636％ 4848％

 1313％ 3434％ 5454％

 57％ 32％ 11％

 41％ 41％ 18％

 16％ 36％ 48％

 13％ 34％ 54％

高い
子
ど
も
の
頃
の
読
書
活
動
と
体
験
活
動

読書が多く、体験が多い（Ｎ＝863）

読書が少なく、体験が多い（Ｎ＝244）

読書が多く、体験が少ない（Ｎ＝225）

読書が少なく、体験が少ない（Ｎ＝952）

　　　（注）Ｎ＝は、回答者数を示します。

　国立青少年教育振興機構では、「子どもの読書活動と人材育成に関する調査研究会」を設置し、成人の読書活
動の実態や現在の意識・能力、さらには、子ども（特に中高校生）の読書活動の実態や現在の意識・能力を把握
し、子どもの読書活動の推進に資する資料を収集することを目的とした調査を実施しました。
　これまで、民間団体等で読書活動の実態に関する調査は行われていましたが、当機構では、子どもの頃の読書
活動が、成長してからの意識・能力に及ぼす影響や効果などについて初めて調査を実施したところです。
調査の詳しい情報は当機構ホームページをご覧ください。（http://www.niye.go.jp/kenkyu_houkoku/contents/detail/i/72/）

〒151-0052　東京都渋谷区代々木神園町３番１号
青少年教育研究センター／総務企画部調査・広報課
http://www.niye.go.jp　TEL　03-6407-7742

《体験活動に関する質問項目例》
［自然体験］
•海や川で貝を採ったり、魚を
釣ったりしたこと　など

［動植物とのかかわり］
•蝶やトンボ、バッタなどの昆
虫をつかめたこと　など

［友だちとの遊び］
•ままごとやヒーローごっこを
したこと　など

［地域活動］
•近所の小さい子どもと遊んで
あげたこと　など

［家族行事］
•家族で家の大掃除をしたこと
など

［家事手伝い］
•食器をそろえたり、片付けた
りしたこと　など



22陽光に　透かした木の葉の　淡緑　久礼中学校３年生　渕山 留衣
青木幹勇記念第3回全国子ども俳句大会　入選

と講談社おはなしキャラバン隊
　
「
本
と
あ
そ
ぼ
う　

全
国
訪
問
お
は

な
し
隊
」
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー

で
本
を
見
る
事
が
で
き
な
い
か
な
…
と

心
配
し
ま
し
た
が
、

　
〝
子
ど
も
達
に
絵
本
の
楽
し
さ
を
〞

の
思
い
で
設
営
に
成
功

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
に
入
る
な
り
、

「
わ
ぁ
ー
す
ご
い
ね
」「
ね
え
ね
え
、
見

て
み
て
」
大
喜
び
の
子
ど
も
達
。
ホ
ー

ル
で
は
、
お
は
な
し
隊
の
隊
長
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
よ
る
お
は
な
し
会
。

ヨ
モ
ー
く
ん
も
登
場
し
「
絵
本
に
た
く

さ
ん
触
れ
て
ね
」
と
や
さ
し
く
頭
を
な

で
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
た

く
さ
ん
の
本
に
出
会
っ
て
、
ヨ
モ
ー
く

ん
の
よ
う
な
本
好
き
に
な
っ
て
ね
。

　

毎
年
、
こ
の
時
期
は
、
毛
糸
を
つ
か
っ
て
の
〝
も

の
づ
く
り
〞
を
し
ま
す
。
今
年
は
か
ぎ
針
で
編
む
、

毛
糸
ボ
ー
ル
作
り
で
す
。
初
め
て
、
か
ぎ
針
を
持
つ

お
母
さ
ん
は
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
挑
戦
・
・
・
・
。
で

も
、
か
ぎ
針
が
得
意
な
お
母
さ
ん
も
い
て
優
し
く
教
え
て

く
れ
ま
す
。
お
互
い
に
得
意
な
も
の
は
教
え
あ
っ
て
仲
良
く
成
長
す

る
ポ
ッ
ポ
広
場
の
お
母
さ
ん
達
で
す
。
で
き
な
い
事
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
も
の
ネ
。（
そ
こ
は
大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
で

す
。）

　

毛
糸
ボ
ー
ル
、
花
の
モ
チ
ー
フ
、
ヘ
ア
ー
バ
ン
ド
そ
し
て
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
を
芯
に
し
て
の
リ
リ
ア
ン
編
み
へ
と
発
展
。
作
り
た
い
も
の
が

い
っ
ぱ
い
で
心
が
ウ
キ
ウ
キ
し
て

き
ま
す
。 毛

糸
で
作
っ
た
よ
！

★ ポッポ広場はお母さんの子育ての交流の場として、また子ども達の

出会いの場として親しまれ、毎日５～６組の親子が利用しています。



23 読み聞かせ　ぼくもいつかは　ボランティア　土佐町小学校　３年生　松本 晃平
第９回土佐町読書推進作品展　最優秀

　

今
年
度
み
つ
ば
保
育
園
で
は
、
虫
歯
予
防
の
た
め
〝
フ
ッ
素
洗
口
〞
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
フ
ッ
素
洗
口
を
す
る
に
あ
た
り
高
知
県
東
保
健
事
務
所
の
歯
科

衛
生
士
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
き
、
３
・
４
・
５
歳
児
を
対
象
に
は
み
が
き
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。
楽
し
い
手
遊
び
や
パ
ン
ダ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
の
人
形
劇
・
歯
型
・
紙
芝
居
な
ど

を
使
っ
て
言
葉
巧
み
に
話
を
し
て
、
子
ど
も
達
は
く
ぎ
付
け
で
し
た
。「
歯
ブ
ラ
シ
の

持
ち
方
は
？
」「〝
こ
ん
に
ち
は
〞〝
さ
よ
な
ら
〞
の
持
ち
方
を
し
た
ら
い
い
が
」「
み
が

き
方
は
？
」「
ク
ル
ク
ル
み
が
き
」「
横
み
が
き
や
縦
み
が
き
を
し
た
ら
い
い
」
な
ど
子

ど
も
達
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
週
１
で
、
４
、５
歳
児
の
希
望
者
を
対
象

に
、
フ
ッ
素
洗
口
が
始
ま
り
ま
す
。

　

12
月
20
日
（
金
）
に
読
書
ま
つ
り
を

行
い
ま
し
た
。

　

1
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
が
多
目
的

室
に
集
ま
り
、
図
書
委
員
会
の
進
行
で

始
ま
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
、「
へ
ん
し
ん
マ
ジ
ッ
ク
」

の
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
劇
で
し
た
。
図
書

委
員
の
手
作
り
の
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
を

動
か
し
な
が
ら
、
お
話
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
上
手
な
語
り
と
楽
し
い
ペ
ー

プ
サ
ー
ト
の
動
き
に
引
き
込
ま
れ
ま
し

た
。
こ
の
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
劇
は
、
11
月

に
み
つ
ば
保
育
園
で
も
披
露
し
、
喜
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

読
書
100
冊
認
定
表
彰
式
、
多
読
賞
表

彰
式
も
行
わ
れ
、
図
書
委
員
か
ら
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

楽
し
い
「
読
書
ま
つ
り
」
で
し
た
。

楽
し
か
っ
た
読
書
ま
つ
り

フ
ッ
素
洗
口
始
ま
る
‼

歯みがきと
フッ素洗口で
虫歯予防‼
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こ
の
交
通
安
全
教
室
は
、
ス
タ
ン
ト
マ

ン
が
危
険
な
自
転
車
走
行
に
伴
う
交
通
事

故
の
場
面
を
再
現
し
、
事
故
の
危
険
性
を

疑
似
体
験
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
交
通
安

全
意
識
の
向
上
等
を
図
る
と
と
も
に
、
交

通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

の
実
践
に
よ
り
自
転
車
の
交
通
事
故
の

抑
止
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

〜 

生
徒
の
感
想
よ
り 

〜

　

今
日
の
ス
タ
ン
ト
マ
ン
に
よ
る
交
通

安
全
教
室
で
、
あ
ら
た
め
て
自
転
車
に

乗
っ
て
起
こ
る
事
故
の
危
険
性
が
わ
か
り

ま
し
た
。
私
が
自
転
車
通
学
を
し
て
い
る

時
に
、
一
番
起
り
そ
う
な
事
故
が
、
一
時

停
止
や
左
右
を
確
認
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
の

速
度
で
道
路
を
走
り
抜
け
て
い
っ
て
起
こ

る
事
故
で
す
。
ま
た
、
携
帯
電
話
や
音
楽

を
聴
き
な
が
ら
の
自
転
車
運
転
も
、
大
き

な
事
故
に
つ
な
が
り
、
加
害
者
に
な
る
と

い
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
左
右
を
確
認
し
た
り
、
一
時
停
止
を

し
た
り
し
て
、
も
っ
と
気
を
つ
け
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。

スタントマンによる交通安全教室を実施しました。

　平成25年11月29日（金）に校内マラソン大会が実施され、
男子約12.5㎞　女子約8.5㎞を元気に走りました。順位は
以下のとおりです。
（男子）
１位 ２Ａ澤田響　　２位 ３Ｂ大石拓真　３位 ２Ａ式地将稀
４位 １Ｂ高橋尚希　５位 ３Ｂ白石将　　６位 ２Ｂ橋本哲弥
　　　
（女子）
１位 ２Ａ上田由季　２位 １Ｂ光冨鈴　　３位 ２Ｂ大久保千尋
４位 ２Ｂ森綾香　　５位 ２Ｂ川井香穂
６位 ３Ａ和田碧　　３Ｂ宮本空実

　平成25年12月21日（土）に嶺北
高校剣道部・ソフトボール部と
有志によるトキワ苑の清掃ボラン
ティアを行いました。
　トキワ苑の方々に喜んでもらい、
生徒たちはまた来年も行いたいと
意欲を燃やしていました。

嶺北高校校内マラソン大会

嶺北高校生の
トキワ苑清掃
ボランティア


